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讃岐香川の様々な文化発展を応援します。

B U N K A  T S U S H I N

捨てる者あれば、拾う者あり。伝統工芸の世界でも、そういうことが起こり始めています。今回は伝統を
伝えながら、現代に生かすことを目的とした香川大学の学生プロジェクトの皆さんが手伝ってくれま
した。伝統を学び、新たな価値を創造する柔軟な取り組みで、未来が開けることを期待しています

本物の技術は裏切らない
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6月から8月までの茶華道情報
財団からのお知らせ



　

子
ど
も
達
に
伝
え
た
い
郷
土
の
文
化
。
と
い

う
こ
と
で
始
ま
っ
た
若
人
茶
会
と
讃
岐
も
の

は
、
今
年
５
年
目
を
迎
え
て
、
よ
う
や
く
求
め

て
い
た
形
に
近
づ
い
て
き
た
よ
う
に
思
い
ま

す
。

　

高
校
生
の
お
茶
会
は
、
で
き
る
だ
け
き
ち
ん

と
し
た
場
所
で
、
お
茶
会
を
す
る
経
験
を
し
て

ほ
し
い
と
い
う
こ
と
で
始
ま
り
ま
し
た
。
ほ
と

ん
ど
の
学
生
は
、
入
学
し
て
初
め
て
茶
の
湯
を

始
め
て
い
ま
す
。
毎
年
、
四
月
の
末
に
開
催
さ

れ
る
若
人
茶
会
で
は
、
一
年
生
は
、
何
も
わ
か

ら
な
い
な
り
に
お
茶
会
を
手
伝
い
ま
す
。
二
年

生
は
主
力
で
す
が
、
経
験
年
数
は
ま
だ
一
年

間
。
三
年
生
は
、
こ
れ
が
終
わ
る
と
部
活
を
引

退
す
る
の
で
、
最
期
の
機
会
で
す
。

　

こ
う
し
た
循
環
で
、
お
茶
会
が
で
き
る
の

は
、
先
生
方
の
ご
指
導
も
さ
る
こ
と
な
が
ら
、

子
供
達
の
吸
収
力
の
凄
さ
だ
と
思
い
ま
す
。

　

伝
統
工
芸
の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
も
、
今
回
は

か
な
り
一
新
し
ま
し
た
。
ど
な
た
で
も
入
場
で

き
る
よ
う
に
し
た
こ
と
で
、
新
た
な
お
客
様
が

入
り
や
す
く
な
り
ま
し
た
。
少
し
、
時
間
を
か

け
て
取
り
組
む
よ
う
な
内
容
で
も
、
熱
心
に
楽

し
ん
で
い
る
様
子
が
見
ら
れ
て
、
と
て
も
良

か
っ
た
と
思
い
ま
す
。

若人茶会と讃岐もの第五回 あ・うんの数寄

寒川・長尾小学校、わくわくチャレンジ（裏千家）
この教室は、小学生中心のお茶席ですが、子供達のお母さんも
かつては、同じワクワクに通っていたという息の長い取り組み
です。寒川は、弘法大師が開いた修行の場もあった場所です。

蘇鉄の間

武者小路千家官休庵青年部香川支部
青年部と言っても普段はそれぞれの先生のお茶会を手伝う
ことが多く、自分たちの茶会を開く機会は多くはありません。
今回は財団の子ども茶の湯教室の子供達と一緒に。

松の間

庭師竹萌会と若竹会（裏千家）
一般の庭とお茶の庭では考え方が違います。庭師としてお茶の
露地を手入れする機会は年々減っていますが、茶の湯の勉強に
頑張っています。今回は、その子供達も一緒にがんばりました。

桐の間

三友堂：大内英生／和菓子作り・ご自服体験
和菓子を自分で作って、お茶を自分で点てるシャカシャカ体験
のチャンスは、あまりないので、毎回大人気。茶の湯の第一歩
の体験になって、興味を持ってもらえたら嬉しいです。

槇の間



高松工芸高等学校茶華道部（裏千家）
「伊勢物語」東下りをテーマにお茶会。工芸高校らしく毎回自

作のお道具と古い道具の取り合わせが、素晴らしいお席です。
ご亭主の緊張は、素晴らしい体験になると思います。

蘇鉄の間

高松商業高等学校茶道部（武者小路千家）
今回は来年学校の創立120周年と、かつて讃岐をデザインした
和田国坊さんの生誕120年を祝っての茶会。灸まん美術館との
コラボで、その存在を再認識できるお茶会になりました。

松の間

大手前高松中学・高等学校茶道部（石州流讃岐清水派）
「伊勢物語　東下り」より、八つ橋と富士山の場面を生かした

趣向でのお茶席。中高一貫校なので、経験年数の長い人と高校
から始めた学生が混在する。男子部員も凛々しくお点前。

桐の間

三木高等学校茶華道部（裏千家）
「源氏物語」をテーマに、めずらしい比翼の点前を見せてくれ
ました。二人のお点前が、シンクロして綺麗に所作を合わせる
のは大変ですが、なかなか見応えがありました。

杉の間

芝山：鈴木康成／和菓子作り・ご自服体験
二日目は「茶巾絞り」。日頃、季節の和菓子作りのワークショッ
プをお店でもされている芝山さんとベテランの生徒さんに指
導していただきました。

槇の間



一口に伝統工芸の価値を伝えるといっても、簡単
なことではありません。百聞は一見にしかずとい
う言葉もありますが、達人に教わる一度の体験は、
感覚的に記憶に残ると思います。体験のためにい
ろいろと工夫してくださった皆様には今回も大変
お世話になりまして、心より感謝申し上げます。

大書院 ワークショップ

ツ ム ギ
香川の伝統織物「保多織」を使って、新しい可能
性を探る「ツムギ」さんは、生地の持つやわらか
な風合いを生かして、いろいろなチャレンジをさ
れています。今回は、コースター作りで子供達の
自由な発想を形にして下さいました。

保 多 織

和洋盆栽ショップ r a t e l g r e e n
盆栽は、奥が深い世界です。その愛好家は今では
世界中に広がり、香川は黒松の盆栽を中心に聖
地とされている場所です。今回は、その入門編と
も言えるインテリアに馴染む苔玉、苔盆を体験し
ていただきました。

盆 栽

香川県うちわ協同組合連合会
400年の歴史と言えば、お茶の歴史とほぼ重なりますが、現代
でも丸亀のうちわの生産量は、日本一です。しかし、竹を使っ
たうちわの製造工程は47もあるそうです。今回は、割った竹を
綺麗に広げる「もみおろし」を中心に体験していただきました。

丸亀うちわ

山西商店：山西就治
下駄の世界も、近年では、洋装にも使える新しいデザインが
生まれて再認識されています。しかし、浴衣などには、やは
り伝統的な桐下駄が似合います。今回は、かわいい豆下駄に
花緒をすげる体験を丁寧に教えてもらいました。

志度桐下駄

香川県漆芸研究所
香川県が運営する漆芸研究所は、蒟醤、存星、彫漆という三つ
の技法を学べる場所です。研究生の多くは県外や外国からも
来ています。今回は、準備が大変な彫漆のワークショップを
お願いしました。色の違う漆を塗り重ねて、それを刀で彫り
出して絵を描きます。

香川漆芸



宗家後藤盆：後藤孝子
後藤塗りといえば、讃岐を代表する漆芸のひと
つです。漆を直接手で触って模様を描く技法な
ので、誰にでもできるわけではりませんが、今回
は肌に被れないカシュー漆とステンシルを使っ
て、オリジナルなしおりを作って楽しみました。

後藤塗り

讃岐かがり手まり保存会
讃岐三白の一つ、綿花から作られる木綿糸を草木
染めで染めて作られる「かがり手まり」は、とても優
しい風合いです。ひと針ひと針に込められた想い
は別にしても仕上がった手まりは、美しい。時間の
かかる仕事ですが、毎回大人気のコーナーです。

讃岐かがり手まり

紀太理平
讃岐藩のお庭焼として、初代松平頼重公が招聘し
た京都の陶工、森島作兵衛を祖とする理平焼は、現
在14代。今回も茶碗などの絵付け体験をお願いし
ました。参加者の中には、毎年挑戦されるファンも
いて、複雑な絵付けを見事に完成されていました。

理平焼

T E R A S U
伝統的な讃岐提灯を伝えるために、伝統工芸士と
香川大学の学生チャレンジプロジェクトの皆さんが
ワークショップのために開発した「折提灯」は、実は
1000年の歴史があるそうです。それぞれ工夫して
のオリジナルの提灯作りはとても楽しそうでした。

讃岐提灯

豆花  ×  香川m a k e r
国の現代の名工にも認定された、市原吉博さんの菓子木型を
使っての干菓子作り体験も毎回大人気のワークショップです。
讃岐和三盆が見事な形に仕上がると歓声が湧きます。今回は
香川大学の香川makerの皆さんにもお手伝いいただきました。

菓子木型

大井建具店：大井淳一
木の風合いや香りを楽しみながら、オリジナルのコースター
や箸置きを作る体験は、新しい発見の連続です。緻密に仕上
げられた材料が、寸分の狂いもなくピチッと組み上がる快感
はなんともいえません。次世代に残したい技術だと思います。

組手障子
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お菓子な話　その39

令和は和歌からはじまります

　徳島銘菓の小
さ
男
お
鹿
しか
をご存じですか？　山芋とうるち米を

練り上げてカステラのような形に蒸し上げたお菓子。一見ふ
わふわに見えるのに、口に入れるとびっくりするほどもっち
りしっとりしています。
　この独特の食感は、一度食べると忘れられない味です。阿
波の和三盆を使っているため、甘さはくどくなく上品で、徳島
県では茶会などにも欠かせないお菓子となっているようです。
小男鹿の表面には抹茶でストライプの模様が描かれていて、
カットすると、ところどころにアクセントとして入っている
小豆がまるで鹿の模様のように見えるのが愛らしいですね。
　この小男鹿が初めて作られたのは明治10年、なんと140年
近い歴史を持っているお菓子で、万葉のころから人々に愛さ
れ、その心を捕らえてきたそうです。
　名前の由来は、明治天皇が詠まれた「月もいま　のぼらん
とする　山の端に　たかく聞ゆる　小男鹿のこゑ」という和
歌にちなみ、「オスの鹿」を意味す
る小男鹿と名付けられたそうです。
　「小男鹿」は、その様な和歌に歌
われたり句によまれ雅人の心を慰
めてきた牡鹿の姿と雅び男のここ
ろをお菓子で物語ったものであり
ます。

お
茶
の
風
景
（
４
）

財団行事予定（6月〜8月）
6 月

◆	書道教室　毎月第1・第3金曜日　森本義人先生
	 6月7日（金）・21日（金）午前10時〜12時
◆	ヤングヤング（子供茶の湯教室）　山下純子先生
	 6月8日（土）・29日（土）　午後1時〜
◆	和菓子講座　毎月第2金曜日　高橋初乃先生
	 6月14日（金）午前10時〜12時
◆	月に一度の喫茶室　毎月第3火曜日
	 6月18日（火）午前10時〜午後3時まで
	 自由なお時間にお出掛け下さい。ランチは要予約です。

7 月
◆	懐石講座　三友居　山本勝先生
	 7月2日（火）午前11時・午後3時
◆	書道教室　森本義人先生
	 7月5日（金）・19日（金）午前10時〜12時
◆	和菓子講座　高橋初乃先生
	 7月12日（金）午前10時〜12時
◆	ヤングヤング（子供茶の湯教室）
	 毎月第2・第4土曜日　山下純子先生
	 7月13日（土）・27日（土）　午後1時〜

◆	月に一度の喫茶室
	 7月16日（火）午前10時〜午後3時まで
	 自由なお時間にお出掛け下さい。ランチは要予約です。
◆	あ・うんの数寄講座
	 「茶の湯をさらに楽しむ夏期講習」
	 7月28日（日）講師等詳細は、最終ページに記載

8 月
◆	書道教室　森本義人先生
	 8月2日（金）・16日（金）午前10時〜12時
◆	あ・うんの数寄講座
	 「茶の湯をさらに楽しむ夏期講習」
	 8月3日（土）・4日（日）・18日（日）・25日（日）
	 講師等詳細は、最終ページに記載
◆	和菓子講座　高橋初乃先生
	 8月9日（金）午前10時〜12時
◆	ヤングヤング（子供茶の湯教室）　山下純子先生　
	 8月10日（土）・24日（土）　午後1時〜
◆	夏季休館
	 8月12日（月）〜15日（木）
◆	月に一度の喫茶室
	 8月はお休みさせていただきます。
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す
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安部流洗心会四国支部 TEL（0877）86－3442

8/4 蓮見茶会　席主：安部流四国支部
 掬月亭 1,400円　6:30～13:30

表千家同門会香川県支部 TEL（087）845－4638

6/16 高松市茶華道協会文化祭　席主：多田羅宗悠
 玉藻公園披雲閣 1,500円　9:00～16:00

香川大学表千家流茶道部 TEL 090－5917－1085

6/16 月釜　席主：若松　龍光塾 500円　9:00～14:00
7/21 月釜　席主：若松　龍光塾 500円　9:00～14:00
8/18 月釜　席主：若松　龍光塾 500円　9:00～14:00

茶道裏千家淡交会香川支部 TEL 090－4337－1280

6/9 坂出分会　菖蒲茶会　席主：坂出分会C班
 川津菖蒲園 300円　10:00～15:00
6/15 善琴分会　お誕生会
 席主：善通寺教授者（献茶：岸本宗恵）
 総本山善通寺 500円　10:00～15:00
6/23 観音寺分会　月釜
 席主：観音寺分会B班教授会
 働く婦人の家 500円　10:00～14:00
7/7 坂出分会　月釜　席主：田中宗慶
 翠松閣 500円　10:00～14:00

茶道裏千家淡交会高松支部 TEL（087）841－0605

6/2 淡交会高松支部 月釜　席主：田井宗隆
 大西・アオイ記念館  前売600円・当日700円  9:30～15:00
7/7 淡交会高松支部 月釜　席主：西川宗美
 大西・アオイ記念館  前売600円・当日700円  9:30～15:00
9/1 淡交会高松支部 月釜　席主：後藤宗幸
 大西・アオイ記念館  前売600円・当日700円  9:30～15:00
9/8 栗林公園 月釜　席主：高橋宗久
 栗林公園掬月亭
  前売700円・当日800円（入園料別）　9:00～15:00

茶 華 道 ガ イ ドS a k a d o G u i d e

煎茶道三癸亭賣茶流高松支部高松仙友会 TEL（087）865－2260

6/23 高松仙友会茶会（煎茶）
 席主：長嶋惠子（第１席）・木村千鶴栄（第2席）
 玉藻公園披雲閣 1,100円　9:00～15:00

石州流讃岐清水派石州会 TEL 090－2826－9229

6/9 栗林公園 月釜　席主：坂東宗美
 掬月亭 700円　9:00～15:00
6/16 高松市茶華道協会文化祭　席主：磯部宗元
 玉藻公園披雲閣・槇の間 1,500円　9:00～15:30
8/4 蓮見茶会　席主：野口宗眞
 栗林公園商工奨励館 1,400円　6:30～13:30

東讃茶道懇話会 TEL（087）898－0391

8/4 第53回七夕茶会　席主：官休庵流
 池戸西徳寺 700円　8:00～15:00
 茶筅供養（古茶筅をご持参ください） 7:30～

武者小路千家香川官休会 TEL（087）851－2258

7/7 香川官休会月釜　席主：嶺松会
 無量寿院 700円　9:00～15:00

高松市香南歴史民俗郷土館 TEL（087）879－0717

6/16 由佐城月釜茶会　席主：真子宗博（表千家）
 第2研修室（和室） 500円　9:30～14:30
7/21 由佐城月釜茶会
 席主：綾野宗悦（茶道石州流宗家高松会）
 第2研修室（和室） 500円　9:30～14:30
8/18 由佐城月釜茶会
 席主：金澤宗和（讃岐清水派石州会川東子どもお茶教室）
 第2研修室（和室） 500円　9:30～14:30

栗林公園内花園亭 TEL（087）831－5255

6/30 花園亭朝茶会　席主：武者小路千家　多田妙容
  3,000円（朝粥点心付）　7:00～11:00

香川県で開催されるあらゆるイベントをSNSで検索できるイベントガイ
ドを作ることを目指して、新たに開設したのが「おいでまい香川」です。
これまで、本誌上で掲載しておりました「イベントガイド」をもっと充実
した内容で、もっと検索しやすいサイトを作ることを目指しております。
日付から調べたり、ジャンルごとに調べたりが簡単に出来るようになり
ます。ぜひ一度ご覧ください。そしてイベントの告知にご利用ください。

『おいでまい香川』は
スマホに対応した香川のイベントカレンダーです！



「文化通心」第103号は2019年9月1日発行です。

今年度の助成金は、8団体からの申請があり、審議の結果、
第26回 中條文化振興財団 助成金交付団体に次の4件が
決定いたしました。

【助成金交付団体】

①熱帯JAZZ楽団を香川に呼ぶ会　代表　白井 義人
「熱帯JAZZ楽団　リーダー カルロス菅野
ワークショップ（高校生向け）とコンサート」の開催

②鬼ヶ島文化村　代表　松内 日出男
「第3回 MEGI めきめき」の開催

③高松東部商店振興会　代表　佐野 滝子
能のワークショップ～香川ゆかりの能楽を知ろう～
庵治中学校、高松町つくし幼稚園、高松北高校（高松北
中学校）にて出前ワークショップ開催

④垂水神社湯立神楽保存会　代表　野藤 等　
垂水神社湯立神楽の継承事業

来年度の助成金申請は、年度を通して受付けております。
詳細は、財団ホームページにてご確認いただくか、事務局
までお問合せ下さい。応募期限は、令和2年1月31日

本年度の夏期講習の日程が決まりましたのでご案内致し
ます。茶道の経験を問わず、ご興味のある方はどなたでも
参加できます。

【日程と内容】

第1回　7月28日（日）
武内 範男（日本文化史研究家）　「茶花あれこれ」
第2回　8月3日（土）
永樂 陽一（17代永樂善五郎後嗣）　「善五郎家の仕事」
第3回　8月4日（日）
木津 露真（武者小路千家流 ト深庵）

「曾祖父『聿斎宗泉』について」
第4回　8月18日（日）
依田 徹 （遠山記念館学芸課長）

「近代の茶道と盆栽—『美術』との関係から—」
第5回　8月25日（日）
岡田 直矢（茶道研究家）　「近代数寄者の茶道」

会場 財団茶室「晴松亭」広間
時間 午前の部 10時30分～、午後の部 14時～の2回
定員 各回30名
会費 10,000円（5回セット券）高校・大学生は5,000円
参加ご希望の方は、事務局までお申込み下さい。お申込み
の際は、午前か午後のどちらかのコースをお選び下さい。

令和元年度

助成金交付団体決定
あ・うんの数寄講座　第五回

「茶の湯をさらに楽しむ夏期講習」

● 財団からのお知らせ 中條文化振興財団
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大
書
院
の
入
場
は
無
料
と
し
、
ワ
ー

ク
シ
ョ
ッ
プ
に
は
自
由
に
ご
参
加
い
た

だ
け
る
よ
う
に
と
計
画
を
立
て
た
今
年

の
若
人
茶
会
と
讃
岐
も
の
で
し
た
。
春

の
瀬
戸
芸
の
開
催
と
重
な
り
、
観
光
に

訪
れ
た
方
に
も
普
段
は
立
ち
入
る
こ
と

の
で
き
な
い
大
書
院
を
、
当
財
団
の
貸

切
故
に
楽
し
ん
で
い
た
だ
け
た
こ
と
も

嬉
し
い
こ
と
で
し
た
。

　

天
候
に
も
恵
ま
れ
て
、
子
供
ず
れ
の

方
も
多
く
い
ら
っ
し
ゃ
っ
て
、
茶
席
に

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
に
と
そ
れ
ぞ
れ
体

験
し
て
い
た
だ
き
、
良
い
機
会
が
提
供

で
き
た
の
で
は
な
い
か
と
思
っ
て
い

ま
す
。

　

打
合
せ
か
ら
始
ま
り
、
前
日
の
準

備
・
当
日
の
お
席
の
進
行
と
多
く
の
方

の
ご
協
力
を
い
た
だ
い
た
こ
と
を
心
よ

り
感
謝
い
た
し
ま
す
。
今
回
も
様
々
な

ご
意
見
・
ご
感
想
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

検
討
を
重
ね
て
よ
り
良
い
催
事
を
目
指

し
て
ま
い
り
ま
す
。

令和元年6月30日提出締切

詳細は、財団ホームページをご覧頂くか、事務局
までお問い合わせ下さい。

令和元年度財団賞推薦募集


